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施した。具体的に、調査対象者数は 272 人で、回収した 116 有効票のうち、外国籍 54 票、台湾






































































































 第３章では、定量的分析を行った。2016 年 9 月 1日〜9月 30 日に、台湾のＡ市の 53 カ所とＢ
市の 15 カ所の老人養護施設に勤務していた正規雇用（６カ月以上）の外国籍と台湾籍のケアワ
ーカーを対象にアンケートを実施した。調査対象者数は 272 人で、回収できたのは外国籍 54票、

























































































































行研究を批判的にとらえなおす作業が研究者に求められている。   
（３）キー概念の設定作業がやや不十分である。「外国籍ケアワーカー」や「多文化ケアサービ
ス」となるキー概念の内包は、異なる国籍のほか、ケアワーカー自身の認知やキャリア形
成の違いなどを含み、これらはさまざまな契機が絡み合って形成されていくと考える方が
妥当である。今後の研究の展開において、この点に留意する必要がある。 
（４）その一方で、本研究で扱ったテーマは、現在の日本社会が直面している高齢者介護に対し
て大変多くの示唆を与える研究結果を提示している。その一方で、多文化ケアサービスに
おける日本の動向に関する指摘、見出した結論や政策提言や研究から得られる示唆や考察
がやや弱くなっている、との指摘がなされた。今後さらに踏み込んだ研究成果が論文執筆
者から提示されることが期待される。 
 
４） 結論 
以上、いくつかの研究課題が審査委員会によって指摘はされたものの、多文化ケアと多国籍ケ
アワーカーの組織コミットメントという、日本にとっての喫緊の課題に取り組む重要性を台湾の
先駆事例から説き起こした本研究の成果に対し、審査委員会は全会一致で、本論文が博士（社会
福祉学）を授与するに十分値するものとして認められるとの結論に達した。 
 
